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後 

記

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
熊
本
・
大
分
地

震
、
梅
雨
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り

全
て
の
業
種
が
厳
し
い
一
年
で
し

た
。
年
末
ま
で
復
旧
も
だ
い
ぶ
進
ん

で
き
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
い
復
興

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
26
日
に
日
野
町
長
の
就

任
、
12
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
の
16

日
間
、
新
人
議
員
１
名
を
加
え
て
13

名
で
本
年
度
第
４
回
定
例
会
が
、
無

事
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
７
名
に
よ
る
一
般
質

問
、
常
任
委
員
会
で
各
議
員
よ
り
多

く
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
は
災
害
が
な
い
、
少
し

で
も
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
年
に
な

る
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

大
津
留
敏
加
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酉
の
年

　貴
方
の
夢
が

　
　
　
　
　羽
ば
た
く
よ
う
に
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平成２8年 第４回定例会平成２8年 第４回定例会

平成２8年 第６回臨時会（10月24日）

本定例会は12月１日から16日までの16日間開催されました。
議案21件、請願１件、発議１件を慎重に審議いたしました。

「平成28年度熊本地震」に係る水道施設の災害復旧事業費の追加で、
仮復旧工事に続き、河内の予備水源を利用した復旧工事を追加するものです。

平成28年度一般会計補正予算（第6号）平成28年度一般会計補正予算（第6号）

補　正　額
補正後の額

４億8,976万円
85億2,540万円

増額

◆ 補正予算ピックアップ ◆

歳出

歳入 ◯普通交付税の交付決定に伴う追加 ‥‥‥‥‥‥‥ ２億7,223万円
◯臨時財政対策債の発行可能限度額決定に伴う減額 ‥‥ ▲1,582万円
◯東飯田小学校（管理棟）大規模改造事業に伴う地方債の追加
　　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２億5,000万円
◯財政調整基金繰入金の減額 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ▲１億9,500万円

◯東飯田小学校（管理棟）大規模改造事業の追加   ‥ ３億3,430万円
◯JA九重町飯田ライスセンターの施設拡大事業に伴う追加
　　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8,644万円
◯国土調査事業の前倒しに伴う追加 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4,811万円
◯こども園、臨時職員有資格者待遇改善・待機児童解消対策に伴う追加
　　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1,068万円

産地パワーアップ事業で改修されるＪＡ九重町飯田ライスセンター

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
４
月
に
発
生
し
た

「
熊
本
・
大
分
地
震
」
で
町
水

道
の
水
源
池
崩
壊
に
よ
る
断
水

や
、
県
道
飯
田
高
原
中
村
線
の

路
肩
崩
落
で
長
期
に
わ
た
る
全
面

通
行
止
な
ど
、
町
内
各
地
で
災

害
が
発
生
し
、
住
民
生
活
に
多

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ま

た
、
８
月
の
日
照
り
に
よ
る
水
不

足
で
の
影
響
や
、
秋
は
逆
に
長
雨

で
農
作
物
の
収
穫
作
業
な
ど
困
難

を
極
め
る
な
ど
、
災
害
に
明
け
暮

れ
た
一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思

い
ま
す
。

　
秋
に
は
24
年
間
の
坂
本
町
長
が

勇
退
さ
れ
、
日
野
町
長
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。
地
方
創
生
に

向
け
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
は
、
町
民
の
代
弁

機
関
と
し
て
、
住
民
の
生
活
安
定

と
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
活

力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
良
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念

申
し
上
げ
て
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

議
長

　小
川

　克
巳

濱田 淳氏（60）
玖珠町森

教
育
委
員
会
教
育
長
の

任
命
に
同
意

　
欠
員
だ
っ
た
教
育
長
に
、濱

田
淳
氏（
前
こ
こ
の
え
緑
陽
中

学
校
長
）を
任
命
す
る
こ
と
に

満
場
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
濱
田
氏
は
、
九
重
町
内
の

中
学
校
に
は
15
年
間
勤
務
さ

れ
、
２
０
１
６
年
３
月
末
に

定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
任
期
は
3
年
間
で
す
。 

新
議
員
に

麻
生
良
典
氏（
62
）

　
欠
員
に
伴
う
町
議
会
議
員
補

欠
選
挙（
10
月
11
日
告
示
）で
、麻

生
良
典
氏（
東
飯
田・北
恵
良
三
）

が
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
、２
０
１
９
年
２
月

15
日
の
改
選
時
ま
で
で
す
。

　
所
属
委
員
会
は
、総
務
建

設
産
業
常
任
委
員
会
で
す
。

水道特別会計補正予算（第３号）を可決水道特別会計補正予算（第３号）を可決

補　正　額 ４億1,850万円増額
国庫補助金　　２億0,350万円
町債（借入金）２億1,500万円

財源
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

道
路
廃
止
に
つ
い
て

　町
道
田
尻
中
須
線
が
県
工
事

の
嫁
田
川
砂
防
ダ
ム
の
工
事
に

よ
り
、
道
路
が
付
け
替
え
ら
れ

延
長
が
変
更
と
な
っ
た
た
め
、

現
町
道
を
一
旦
廃
止
す
る
も
の
で

あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

道
路
認
定
に
つ
い
て

　町
道
田
尻
中
須
線
が
県
工
事

の
嫁
田
川
砂
防
ダ
ム
の
工
事
に
よ

り
付
替
え
ら
れ
て
完
成
し
た
こ
と

に
よ
り
区
間
及
び
総
延
長
に
変
更

が
生
じ
た
た
め
、延
長
を
確
定
し

新
た
に
道
路
認
定
を
す
る
も
の
で

あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　二
〇
一
六
人
事
院
勧
告
の
内

容
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
改

正
内
容
は
月
例
給
に
つ
い
て

は
、〇
・
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
給

料
表
の
改
定
を
行
い
、
期
末
勤

勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
勤
勉
手
当

の
支
給
月
数
を
年
間
で
〇
・
一
月

分
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
で
あ

り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

各
種
委
員
会
の
委
員
等
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
積
極
的
な
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
委
員
の

活
動
・
成
果
に
応
じ
た
手
当
を

こ
れ
ま
で
の
年
額
報
酬
に
上
乗

せ
し
て
活
動
に
対
し
て
、
一
定

の
実
績
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る

も
の
で
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
当
該
条
例
に
つ
い
て
整

備
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
改
正

内
容
は
日
本
と
台
湾
の
間
で
租

税
条
約
に
相
当
す
る
枠
組
み
を

構
築
す
る
た
め
、
所
得
に
対
す

る
租
税
の
二
重
課
税
の
回
避
及

び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
も
の

で
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

九
重
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　新
し
く
建
設
さ
れ
る
町
営
奥

野
住
宅
の
条
例
を
定
め
る
も
の

で
あ
り
、
子
育
て
世
帯
、
新
婚

世
帯
及
び
若
者
単
身
者
世
帯
を

対
象
と
し
た
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
と
し
て
設
置
す
る
た
め
、
住

宅
の
設
置
や
管
理
に
関
す
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
可

決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

町
税
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　改
正
内
容
は
、

一
．
法
人
町
民
税
と
し
て
、
法

人
税
割
の
税
率
を
改
正
す
る
。

二
．
軽
自
動
車
税
と
し
て
、
現

行
の
軽
自
動
車
税
を
種
別
割

に
名
称
変
更
を
し
、
ま
た
、

新
た
に
軽
自
動
車
税
環
境
性

能
割
を
創
設
す
る
。

三
．
個
人
住
民
税
と
し
て
、
所

得
控
除
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
医
療
費
控
除
と
今
回
の
特

別
措
置
に
お
け
る
医
療
費
控

除
は
、
申
請
者
の
選
択
に
よ

り
ど
ち
ら
か
適
用
す
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
り
可
決
し
ま

し
た
。採

択
さ
れ
た
請
願

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

犯
罪
被
害
者
等
の

支
援
に
関
す
る
条
例
の

制
定
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

　九
重
町
民
の
だ
れ
も
が
犯
罪

の
被
害
者
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
犯
罪
被
害
者
、
そ
の

家
族
又
は
遺
族
の
視
点
に
立
っ

た
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
権
利
利
益
の
保
護
が
図
ら

れ
る
社
会
の
実
現
は
必
要
で

す
。
九
重
町
と
し
て
も
町
民
で

あ
る
犯
罪
被
害
者
等
が
い
つ
で

も
必
要
な
支
援
を
途
切
れ
る
こ

と
な
く
受
け
ら
れ
る
た
め
の
取

り
組
み
の
施
策
は
必
要
で
あ

り
、
請
願
の
趣
旨
は
理
解
で
き

る
こ
と
か
ら
採
択
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
案
件

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

審 

査 

報 

告

請願

１件

議案

７件

田尻中須線付替完成（上流砂防ダム）

建築中の南山田公民館

建設中の奥野住宅

町過疎地域自立促進計画の一部を変更
過疎地域自立促進計画に次の４事業を追加しました。

産地パワーアップ事業
飯田農協のライスセンターに米の光選別機、自動
計量・自動給袋包装機、籾殻判別機、米粒食味
計、集塵装置、籾殻庫などを導入するもの

　地方分権時代を迎えた今日、地方議会議員の活動も幅広い分野に及ぶとともに、より積極的な活動が求められてい
る。しかし、昨年実施された統一地方選挙において、町村では議員への立候補者が減少し、無投票当選が増加する
など、地方議会議員のなり手不足が大きな問題となっている。地方議会議員の年金制度を時代に相応しいものにする
ことが、議員を志す新たな人材確保につながっていくと考える。地方議会議員の厚生年金制度加入のための法整備を
早急に実現するよう強く要望する。　　※意見書の内容は抜粋です。

工事請負変更契約を可決

選挙管理委員及び補充員を選出

（変更の理由）当初設計で想定できなかった解体に伴う発生材等の数量および地盤改良に伴う実施数量が確定した
ためと、現地土質が悪く、地盤改良工事に伴う安全確保のための仮設鉄板敷きの追加、建物位置の
変更に伴い、アスファルト舗装撤去の数量変更が発生したため。

畜産競争力強化整備事業 平成29年度に、繁殖牛舎を建設し、経営体の取り
組みを後押しするもの

九重町農業振興整備計画策定事業 実態を把握し、情勢に対応した計画にするため、
見直しを行うもの

林道梶屋線トンネル補修事業 28年度調査の結果、危険箇所が判明したため、補
修工事を行うもの

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書を国に提出

＊契約の対象　南山田公民館新築工事（建築主体）
＊契約金額　　変更前　１億6,504万5,600円
　　　　　　　変更後　１億6,718万7,240円
　　　　　　　　　　　（214万1,640円増額）
＊契約の相手方　新成建設株式会社 玖珠支社

〈補 　充 　員〉   順序1：麻生 成子さん（東飯田・北恵良二）
　　　　　　　　順序2：野木 敦子さん（飯田・荻釣下）
　　　　　　　　順序3：日野 雅博さん（野上・中央三）
　　　　　　　　順序4：足立 芳郎さん（南山田・富迫下）

〈選挙管理委員〉   穴井 岩夫さん（東飯田・下旦三）
　　　　　　　　武石 裕臣さん（野上・甘川水）
　　　　　　　　馬場 康雄さん（飯田・無田下）
　　　　　　　　矢野 福美さん（南山田・中板）
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

道
路
廃
止
に
つ
い
て

　町
道
田
尻
中
須
線
が
県
工
事

の
嫁
田
川
砂
防
ダ
ム
の
工
事
に

よ
り
、
道
路
が
付
け
替
え
ら
れ

延
長
が
変
更
と
な
っ
た
た
め
、

現
町
道
を
一
旦
廃
止
す
る
も
の
で

あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

道
路
認
定
に
つ
い
て

　町
道
田
尻
中
須
線
が
県
工
事

の
嫁
田
川
砂
防
ダ
ム
の
工
事
に
よ

り
付
替
え
ら
れ
て
完
成
し
た
こ
と

に
よ
り
区
間
及
び
総
延
長
に
変
更

が
生
じ
た
た
め
、延
長
を
確
定
し

新
た
に
道
路
認
定
を
す
る
も
の
で

あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　二
〇
一
六
人
事
院
勧
告
の
内

容
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員
の

給
与
改
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
改

正
内
容
は
月
例
給
に
つ
い
て

は
、〇
・
二
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
給

料
表
の
改
定
を
行
い
、
期
末
勤

勉
手
当
に
つ
い
て
は
、
勤
勉
手
当

の
支
給
月
数
を
年
間
で
〇
・
一
月

分
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
で
あ

り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

各
種
委
員
会
の
委
員
等
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
積
極
的
な
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
委
員
の

活
動
・
成
果
に
応
じ
た
手
当
を

こ
れ
ま
で
の
年
額
報
酬
に
上
乗

せ
し
て
活
動
に
対
し
て
、
一
定

の
実
績
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る

も
の
で
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
当
該
条
例
に
つ
い
て
整

備
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
改
正

内
容
は
日
本
と
台
湾
の
間
で
租

税
条
約
に
相
当
す
る
枠
組
み
を

構
築
す
る
た
め
、
所
得
に
対
す

る
租
税
の
二
重
課
税
の
回
避
及

び
脱
税
の
防
止
の
た
め
の
も
の

で
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

九
重
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　新
し
く
建
設
さ
れ
る
町
営
奥

野
住
宅
の
条
例
を
定
め
る
も
の

で
あ
り
、
子
育
て
世
帯
、
新
婚

世
帯
及
び
若
者
単
身
者
世
帯
を

対
象
と
し
た
地
域
優
良
賃
貸
住

宅
と
し
て
設
置
す
る
た
め
、
住

宅
の
設
置
や
管
理
に
関
す
る
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
可

決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

町
税
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　改
正
内
容
は
、

一
．
法
人
町
民
税
と
し
て
、
法

人
税
割
の
税
率
を
改
正
す
る
。

二
．
軽
自
動
車
税
と
し
て
、
現

行
の
軽
自
動
車
税
を
種
別
割

に
名
称
変
更
を
し
、
ま
た
、

新
た
に
軽
自
動
車
税
環
境
性

能
割
を
創
設
す
る
。

三
．
個
人
住
民
税
と
し
て
、
所

得
控
除
に
お
け
る
こ
れ
ま
で

の
医
療
費
控
除
と
今
回
の
特

別
措
置
に
お
け
る
医
療
費
控

除
は
、
申
請
者
の
選
択
に
よ

り
ど
ち
ら
か
適
用
す
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
り
可
決
し
ま

し
た
。採

択
さ
れ
た
請
願

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

犯
罪
被
害
者
等
の

支
援
に
関
す
る
条
例
の

制
定
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

　九
重
町
民
の
だ
れ
も
が
犯
罪

の
被
害
者
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
犯
罪
被
害
者
、
そ
の

家
族
又
は
遺
族
の
視
点
に
立
っ

た
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
権
利
利
益
の
保
護
が
図
ら

れ
る
社
会
の
実
現
は
必
要
で

す
。
九
重
町
と
し
て
も
町
民
で

あ
る
犯
罪
被
害
者
等
が
い
つ
で

も
必
要
な
支
援
を
途
切
れ
る
こ

と
な
く
受
け
ら
れ
る
た
め
の
取

り
組
み
の
施
策
は
必
要
で
あ

り
、
請
願
の
趣
旨
は
理
解
で
き

る
こ
と
か
ら
採
択
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
案
件

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

審 
査 

報 

告

請願

１件

議案

７件

田尻中須線付替完成（上流砂防ダム）

建築中の南山田公民館

建設中の奥野住宅

町過疎地域自立促進計画の一部を変更
過疎地域自立促進計画に次の４事業を追加しました。

産地パワーアップ事業
飯田農協のライスセンターに米の光選別機、自動
計量・自動給袋包装機、籾殻判別機、米粒食味
計、集塵装置、籾殻庫などを導入するもの

　地方分権時代を迎えた今日、地方議会議員の活動も幅広い分野に及ぶとともに、より積極的な活動が求められてい
る。しかし、昨年実施された統一地方選挙において、町村では議員への立候補者が減少し、無投票当選が増加する
など、地方議会議員のなり手不足が大きな問題となっている。地方議会議員の年金制度を時代に相応しいものにする
ことが、議員を志す新たな人材確保につながっていくと考える。地方議会議員の厚生年金制度加入のための法整備を
早急に実現するよう強く要望する。　　※意見書の内容は抜粋です。

工事請負変更契約を可決

選挙管理委員及び補充員を選出

（変更の理由）当初設計で想定できなかった解体に伴う発生材等の数量および地盤改良に伴う実施数量が確定した
ためと、現地土質が悪く、地盤改良工事に伴う安全確保のための仮設鉄板敷きの追加、建物位置の
変更に伴い、アスファルト舗装撤去の数量変更が発生したため。

畜産競争力強化整備事業 平成29年度に、繁殖牛舎を建設し、経営体の取り
組みを後押しするもの

九重町農業振興整備計画策定事業 実態を把握し、情勢に対応した計画にするため、
見直しを行うもの

林道梶屋線トンネル補修事業 28年度調査の結果、危険箇所が判明したため、補
修工事を行うもの

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意見書を国に提出

＊契約の対象　南山田公民館新築工事（建築主体）
＊契約金額　　変更前　１億6,504万5,600円
　　　　　　　変更後　１億6,718万7,240円
　　　　　　　　　　　（214万1,640円増額）
＊契約の相手方　新成建設株式会社 玖珠支社

〈補 　充 　員〉   順序1：麻生 成子さん（東飯田・北恵良二）
　　　　　　　　順序2：野木 敦子さん（飯田・荻釣下）
　　　　　　　　順序3：日野 雅博さん（野上・中央三）
　　　　　　　　順序4：足立 芳郎さん（南山田・富迫下）

〈選挙管理委員〉   穴井 岩夫さん（東飯田・下旦三）
　　　　　　　　武石 裕臣さん（野上・甘川水）
　　　　　　　　馬場 康雄さん（飯田・無田下）
　　　　　　　　矢野 福美さん（南山田・中板）

45



‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

九
重
町
健
康
診
査
負
担
金
徴

収
条
例
の
一
部
改
正

　
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
を

図
り
、
生
活
習
慣
病
等
の
予
防

や
重
症
化
を
防
止
し
、
将
来
の

医
療
費
抑
制
に
つ
な
げ
る
た
め
、

負
担
金
を
無
料
と
す
る
も
の
で
あ

り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

九
重
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係

る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人

員
・
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

　
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に

あ
た
っ
て
、
地
域
と
の
連
携
や
運

営
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

九
重
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の

要
件
並
び
に
人
員
・
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

　
通
所
介
護
の
う
ち
、
定
員
が

18
人
以
下
の
も
の
を
、
指
定
地
域

密
着
型
通
所
介
護
と
し
て
位
置
づ

け
る
た
め
の
基
準
を
追
加
す
る
も

の
で
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
一
議
案
を
可
決

こ
ど
も
園
の
課
題

　
待
機
児
童
解
消
は
重
要
な
問

題
で
す
。
人
員
確
保
が
条
件
で

す
が
、
年
度
途
中
で
の
入
園
希

望
、
特
に
０
才
児
な
ど
年
少
層

等
、
予
想
し
に
く
い
面
が
あ
り
ま

す
。
今
ま
で
十
分
と
は
い
え
な
か
っ

た
、
臨
時
保
育
士
の
待
遇
改
善

も
、
今
回
行
い
ま
し
た
。

　
重
ね
て
、
担
当
課
に
は
、
待
機

児
童
ゼ
ロ
に
む
け
た
努
力
を
申
し

入
れ
ま
し
た
。

　
地
域
に
見
え
る
園
づ
く
り
も
必

要
で
す
。
統
合
し
た
ば
か
り
で
、

対
応
が
む
ず
か
し
い
こ
と
も
理
解

で
き
ま
す
が
、
今
後
は
小
・
中

学
校
と
の
交
流
、
地
域
行
事
へ
の

積
極
的
参
加
な
ど
、
地
域
の
方
々

に
見
守
ら
れ
る
取
り
組
み
を
要
望

し
ま
し
た
。

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

宝
泉
寺
交
通
セ
ン
タ
ー

飯
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

現
状
を
検
証

　
宝
泉
寺
交
通
セ
ン
タ
ー
は
、
地

元
の
団
体
が
、
観
光
客
誘
致
な

ど
を
目
指
し
、
運
営
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
計
画
ど
お
り

に
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
す
。
担

当
課
に
原
因
の
報
告
を
求
め
、

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
及
び
指
導
す

る
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　
飯
田
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
は
、

町
観
光
協
会
の
事
業
で
す
が
、
町

も
支
援
を
行
な
い
、
予
算
化
も
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
状
況
な
ど
の
報
告
を
求

め
、
今
後
の
考
え
方
な
ど
を
検
証

し
ま
し
た
。

教
育
民
生
観
光
常
任
委
員
会

審 

査 

報 

告
議案

4 件

ふるさとを想い、みんなで合唱

グループに分かれ、差別の現実を学ぶ

みつばこども園

健康診査負担金の改正 国
保
等
の
健
診
料

無
料
に
な
り
ま
す

議案審議の他、
こんな調査、検証
をしました

　
第
37
回
の
関
東
く
す
・
こ
こ
の
え

会
の
総
会
、
懇
親
会
が
、
東
京
日

暮
里
の
ホ
テ
ル
で
昨
年
11
月
13
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
東
京
を
始
め
神
奈

川
、
千
葉
、
埼
玉
な
ど
か
ら
２
０
０

名
を
超
す
参
加
者
が
あ
り
、
交
流

と
絆
を
大
い
に
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
私
は
初
め
て
の
出
席
で
し
た
が
、

特
に
九
重
町
出
身
者
に
は
地
元
に
当

然
、
兄
弟
や
姉
妹
や
親
な
ど
の
知
人

が
在
住
し
て
お
り
、
懐
か
し
く
親
し

く
話
題
に
事
欠
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
参
加
者
の
多
く
は
、
学
校
卒
業

後
、
関
東
一
円
で
そ
れ
ぞ
れ
、
仕
事

に
従
事
し
、
退
職
者
も
い
れ
ば
、
現

職
で
活
動
さ
れ
て
い
る
人
も
お
り
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
様
子

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
12
月
14
日
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
、
部
落
解
放
同
盟
九
重
支
部

と
の
対
話
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
歴
史
を
学
ん
だ
後
、
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

●
以
前
の
よ
う
に
、
表
だ
っ
た
差

別
は
減
っ
た
が
、
見
え
な
い
所

で
、
根
強
い
就
職
・
結
婚
差

別
が
今
も
あ
る
こ
と
。

●
本
当
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
人
を

傷
つ
け
て
し
ま
う
危
険
。
地
道

で
も
、
学
習
を
継
続
、
広
げ

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
。

●
子
ど
も
達
の
将
来
の
た
め
に

も
、
私
達
が
学
び
、
解
消
に

努
め
る
責
任
が
あ
る
。

　
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
正
し

い
事
を
、
正
し
く
理
解
し
、
同

和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
解
放
へ
の
取
り
組
み
が
、
全
て

の
町
民
の
明
日
を
輝
ら
す
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
今
後
も
一
層
、
運
動
体
、
行

政
、
議
会
及
び
町
民
が
一
体
と

な
っ
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
て
、
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（主なもののみ）

関東くす・ここのえ会に参加して
議長 小川 克巳

毎年、関東、関西それぞれくす・ここのえ会を開催
議長、副議長が出席しています。

部落解放同盟との対話会
人権同和問題への取り組み
－就職・結婚に未だに厳しい現実－
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国民健康保険
40歳以上
70歳未満

特定健診（巡回健診）の負担金
1,300円を無料に

特定健診（施設健診）の負担金
1,500円を無料に

基本健診（巡回健診）の負担金
1,700円を無料に

19歳以上
40歳未満
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九
重
町
健
康
診
査
負
担
金
徴

収
条
例
の
一
部
改
正

　
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
を

図
り
、
生
活
習
慣
病
等
の
予
防

や
重
症
化
を
防
止
し
、
将
来
の

医
療
費
抑
制
に
つ
な
げ
る
た
め
、

負
担
金
を
無
料
と
す
る
も
の
で
あ

り
可
決
し
ま
し
た
。
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‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
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‥
‥

九
重
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係

る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人

員
・
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

　
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に

あ
た
っ
て
、
地
域
と
の
連
携
や
運

営
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。
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町
１
０
０
％
出
資
株
式
会

社
、
農
業
公
社
の
設
立
、
企
業
誘

致
期
成
会
の
設
立
、
そ
れ
ぞ
れ
の

進
捗
、
対
計
画
比
、
現
状
分
析

や
予
定
は
。

　
　
　
町
出
資
会
社
に
つい
て
は
、

住
民
説
明
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え

て
役
場
内
で
議
論
を
重
ね
た
が
、

職
員
間
で
会
社
設
立
の
目
的
等
が

共
通
認
識
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
り
、
改
め
て
協
議
を
行
って
い

る
。
大
き
な
課
題
は
、
行
政
の
効

率
的
運
営
面
で
は
幾
つ
も
の
事
業

を
町
出
資
会
社
に
委
託
し
た
い
が

地
元
事
業
の
育
成
と
の
折
り
合
い

が
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
町
が
１
０

０
％
出
資
す
る
意
義
は
町
内
で
経

済
が
循
環
す
る
こ
と
に
あ
る
た

め
、
代
替
策
に
つ
い
て
も
再
度
検

討
し
方
向
を
定
め
た
い
。
そ
の
た

め
本
年
11
月
に
設
立
し
来
年
４
月

か
ら
業
務
開
始
す
る
計
画
は
変
更

す
る
。

　
農
業
公
社
に
関
し
て
は
、
町
出

資
会
社
の
設
立
を
優
先
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
た
め
進
展
は
な
い
。
増

加
す
る
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し

た
農
業
経
営
を
目
標
と
し
て
お

り
、
農
協
等
の
関
係
団
体
と
協
議

し
設
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
企
業
誘
致
期
成
会
は
、
昨
年

九
重
町
・
玖
珠
町
・
県
議
で
立
ち

上
げ
た
。
関
東
く
す
・
こ
こ
の
え

会
等
で
Ｐ
Ｒ
し
、
大
分
県
へ
は
誘

致
支
援
を
依
頼
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

業
中
心
の
現
状
で
は
製
造
業
の
誘

致
は
困
難
。

　
　
　
産
業
の
活
性
化
に
欠
か
せ

な
い
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
５

つ
の
事
業
、
後
継
ぎ
促
進
等
に
関

す
る
実
績
は
。

　
　
　
後
継
ぎ
促
進
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
た
が
申
請
は
無

い
。
起
業
・
第
二
創
業
で
は
創
業

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
受
講
者
数

は
こ
の
２
年
間
で
20
名
で
あ
っ
た
。

起
業
支
援
補
助
で
は
１
件
発
生

し
、
野
上
地
区
で
レ
ス
ト
ラ
ン
が
開

店
し
た
。
就
農
研
修
生
受
入
農

家
支
援
で
は
、
ト
マ
ト
就
農
を
希

望
す
る
３
名
が
栗
原
で
研
修
を
受

け
て
い
る
。
青
年
就
農
給
付
金
を

受
給
し
て
い
る
方
は
今
年
度
で
７

名
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
町
報
等
で
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。
東
京
、
大

阪
、
福
岡
等
で
開
催
さ
れ
た
ふ
る

さ
と
回
帰
フ
ェア
や
就
農
フ
ェア
で

も
紹
介
し
た
。
制
度
を
利
用
し
て

い
る
の
は
福
岡
の
方
が
多
く
、
町

外
活
動
が
効
果
的
で
あ
る
。

　
　
　
総
合
戦
略
は
住
民
と
行

政
で
策
定
し
た
た
め
、
重
要
業
績

評
価
指
数
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
基
に
定

期
的
に
振
り
返
り
、
我
々
住
民
に

知
ら
せ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
住
民
の
方
々
へ
の
周
知
と

住
民
と
共
に
歩
む
こ
と
が
行
政
で

最
も
重
要
で
あ
る
。
本
年
６
月
に

総
合
戦
略
審
議
会
で
昨
年
度
の
検

証
を
行
っ
た
。
今
後
は
広
報
や
ホ
ー

ムペ
ー
ジ
で
年
１
回
は
お
知
ら
せ
す

る
方
向
で
しっか
り
と
検
討
す
る
。
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典
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総合戦略の基本目標Ⅰ
“安定した雇用の創出”の
進捗状況や現状分析は

町100％出資会社設立を見直す 7名の議員が質問 夜間議会にて開催

　
　
　
「
町
民
が
考
え
る
町
づ

く
り
会
議
」
の
任
務
は
、
町
民

に
代
わ
っ
て
町
政
に
関
し
て
意

見
・
提
言
を
述
べ
る
こ
と
で
あ

り
、
町
と
し
て
は
、
「
町
づ
く

り
会
議
」
を
広
く
活
用
し
、
住

民
主
体
の
町
政
を
進
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
「
町
づ
く
り

会
議
」
が
そ
の
役
割
を
十
分
に

果
し
、
そ
の
活
動
状
況
が
町
民

に
見
え
る
よ
う
な
「
町
づ
く
り

会
議
」
の
運
営
が
望
ま
れ
る
。

　
　
　
「
町
づ
く
り
会
議
」
は

月
一
回
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
地
域
交
通
に
つ
い

て
議
論
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
提
言
が
出
さ
れ
る
ま
で
に

い
た
っ
て
い
な
い
。
今
ま
で
提

言
が
あ
っ
た
も
の
は
、
財
源
が

許
す
限
り
総
合
戦
略
等
に
盛
り

込
み
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

　
提
言
内
容
等
は
、
広
報
等
で

知
ら
せ
て
、
住
民
と
の
共
有
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
平
成
21
年
に
出
さ
れ
た

提
言
書
（
町
ぐ
る
み
で
進
め
る

地
産
地
消
の
推
進
方
策
、
具
体

策
案
）
の
今
後
の
活
用
は
。

　
　
　
今
後
は
目
標
数
値
を
設

定
し
、
そ
の
結
果
を
検
証
し
て

い
く
や
り
方
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　
本
事
業
は
、
産
業
界
、

行
政
機
関
、
教
育
機
関
、
金
融

機
関
と
連
携
し
て
、
農
業
と
観

光
面
の
ブ
ラ
ン
ド
を
創
造
し
、

町
の
基
幹
産
業
の
創
生
を
図
る

た
め
と
し
て
、
そ
の
協
議
会
が

今
年
５
月
に
発
足
し
、
そ
の
下

部
組
織
と
し
て
４
つ
の
分
科
会

（
地
産
地
消
分
科
会
、
特
産
品

開
発
と
６
次
産
業
分
科
会
、
観

光
商
品
企
画
分
科
会
、
起
業
と

第
２
次
創
業
分
科
会
）
が
設
置

さ
れ
、
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
分
科
会
の
取
り
組

み
状
況
を
お
聞
き
す
る
。

　
　
　
４
つ
の
分
科
会
の
委
員

構
成
は
５
〜
６
名
。
現
在
ま
で

の
会
議
開
催
数
は
２
回
〜
３
回
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
が
テ
ー
マ

に
そ
っ
て
議
論
を
し
た
り
研
修

を
し
た
り
し
て
い
る
段
階
。
ど

の
分
科
会
も
課
題
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
解
決
し
な
が
ら

取
り
組
み
の
成
果
を
出
し
た
い
。

　
　
　
健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
等
の
た
め
に
、
日
常
生
活
の

中
に
歩
く
こ
と
を
習
慣
化
し
て

い
る
高
齢
者
が
多
い
。
歩
く
場

所
に
よ
っ
て
は
、
車
の
行
き
来

が
か
な
り
あ
り
、
人
に
よ
っ
て

は
安
全
に
歩
き
に
く
い
状
況
が

あ
る
。
安
全
で
歩
き
や
す
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
旧
東

飯
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
の

外
周
に
整
備
す
る
方
向
で
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
提
案
を
聞
い
た
ば
か
り

で
、
財
政
的
な
問
題
も
あ
る

が
、
今
後
し
っ
か
り
検
討
し
て

い
き
た
い
。

こ
こ
の
え〝
夢
〞ブ
ラ
ン
ド
創
造
事
業

取
り
組
み
状
況
は

井
上

新
た
な
就
労
の
場
は

創
出
で
き
て
い
る
か

新
し
い
力
に
よ
る

産
業
の
振
興
は

成
果
を
上
げ
て
い
る
か

総
合
戦
略
の
進
展
や

計
画
を
町
全
体
で

共
有
す
べ
き
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町
１
０
０
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０
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検
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。
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。
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Ｒ
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。
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績
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。
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催
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２
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。
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。
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３
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。
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岡
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催
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介
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九
月
に
工
場
本
社
か
ら

町
へ
撤
退
の
連
絡
が
あ
っ
た
と

い
う
が
、
現
場
従
業
員
に
は
十

月
末
に
「
十
二
月
い
っ
ぱ
い
で

解
雇
」
と
い
う
説
明
が
あ
っ

た
だ
け
と
聞
く
。
町
は
事
実

経
過
を
ど
う
把
握
し
て
い
る

か
。

　
　
　
町
は
こ
の
水
工
場

の
親
会
社
と
土
地
賃
貸
契

約
等
を
結
ん
で
い
る
連
帯

保
証
人
と
い
う
ふ
う
な
立

場
で
あ
る
。

　
九
月
に
親
会
社
か
ら
、
水

工
場
に
つ
い
て
は
三
月
末
で

閉
鎖
、
土
地
の
契
約
を
三
月

末
で
終
了
と
い
う
話
が
あ
っ

た
が
、
い
ま
だ
に
正
式
な
文

書
報
告
は
出
て
き
て
い
な
い

状
況
だ
。

　
　
　
そ
も
そ
も
水
工
場

は
町
が
誘
致
し
た
は
ず
だ

が
、
そ
の
経
過
は
。

　
　
　
平
成
20
年
11
月
に
町
と

当
時
の
親
会
社
で
立
地
協
定
を

結
び
、
平
成
22
年
か
ら
現
地
法

人
を
設
立
し
て
操
業
し
て
き
た
。

し
か
し
平
成
25
年
、
現
地
法
人

は
解
散
し
、
協
定
を
結
ん
だ
会

社
は
現
在
の
親
会
社
に
経
営
を

委
ね
現
在
に
至
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
ま
ま
で
は
九
重
町

民
五
人
玖
珠
町
民
三
人
の
合
計

八
人
が
就
労
の
場
を
失
う
こ
と

に
な
る
。
町
も
間
に
入
り
誘
致

し
た
工
場
の
徹
退
と
い

う
こ
と
に
対
し
て
、
町

の
責
任
と
対
応
は
。

　
　
　
企
業
誘
致
は
、

町
に
と
っ
て
重
要
な
戦

略
の
一
つ
で
あ
る
。
で

き
る
だ
け
こ
の
雇
用
が

続
く
よ
う
に
、
工
場
を

引
き
継
い
で
も
ら
う
会

社
を
探
し
た
い
。
同
時

に
企
業
と
の
今
後
の
話

し
合
い
に
つ
い
て
は
、

別
に
切
り
離
し
な
が
ら

進
め
て
い
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た
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と
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る
。
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に
対

す
る
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の
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は
。
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誘
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と
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の
は
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と
の
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の
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な
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は
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に
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た
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の
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、
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に
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の
下
に
人
材
を

育
成
し
て
は
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。
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と
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う
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と
は
難

し
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け
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ど
も
人
材
を
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れ

ば
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で
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可
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性
は
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分

に
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。
そ
う
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う
環
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に
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る
よ
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な
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を
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く
っ
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い

き
、
そ
の
支
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を
私
た
ち
が
側

面
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ら
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い
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と
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う
考
え

だ
。
し
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や
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て
い
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に
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は
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が
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を
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が
、
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に
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は

も
っ
と
町
民
に
投
げ
か
け
て
、

町
民
を
育
て
、

町
が
後
押
し
す
る
方
向
を
！

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

一
工
場
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

町
の
企
業
誘
致
に
対
す
る

基
本
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る

11 10

　
　
　
課
の
統
合
に
よ
り
グ

ル
ー
プ
が
本
来
あ
る
べ
き
課
で

な
く
、
く
っ
つ
け
ら
れ
て
移
動

し
て
い
な
い
か
、
町
民
に
理
解

で
き
る
よ
う
周
知
が
必
要
で
は
。

　
　
　
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
機
構
改
革
を
行
っ
て
き
た
、

今
後
の
変
革
に
つ
い
て
は
町
民

周
知
を
行
っ
て
い
く
が
、
な
る

べ
く
変
え
な
い
よ
う
対
応
す
る
。

　
　
　
職
員
の
指
導
や
課
の
統

制
を
考
え
る
と
き
に
、
課
長
の

補
佐
や
リ
ー
ダ
ー
の
統
制
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
、
課
長
補
佐

設
置
の
必
要
性
は
な
い
か
。

　
　
　
各
々
の
リ
ー
ダ
ー
が
課

長
補
佐
の
役
割
を
担
う
の
が
現

状
だ
が
、
職
員
が
若
く
な
る
中

で
、
リ
ー
ダ
ー
や
課
長
の
役
割

を
考
え
て
、
課
長
補
佐
の
役
割

を
再
度
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
雇
用
の
場
で
あ
る
、
町

の
職
員
の
採
用
は
、
町
内
者
の

み
に
は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
公
正
な
職
員
採
用
を
行

う
と
い
う
観
点
か
ら
、
九
重
町

民
に
限
っ
て
の
採
用
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
今
年
の
臨
時
職
員
が
八

十
四
名
い
る
が
、
機
構
改
革
で

計
画
的
に
職
員
を
減
ら
し
て
き

て
、
臨
時
職
員
が
増
え
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
職
員
数
の
検

討
と
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
が

必
要
で
は
。

　
　
　
本
来
職
員
を
増
や
す
こ

と
が
、
一
番
い
い
こ
と
だ
が
、
財

政
等
を
考
慮
し
今
は
こ
の
方
法

し
か
な
い
が
、
今
後
に
お
い
て

雇
用
の
場
の
確
保
か
ら
臨
時
職

員
で
な
く
職
員
に
し
て
い
く
こ

と
は
検
討
す
る
。

　
　
　
大
吊
橋
の
十
年
の
記
念

行
事
が
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一
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に
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が
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に
与
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影
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、
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が
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て
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る
か
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認
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度
は
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ま
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る
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額
も
五
十
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万

と
な
り
、
町
民
へ
医
療
費
の
支
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等
を
行
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て
い
る
。
ま
た
町

民
に
は
直
売
所
の
出
店
や
雇
用

に
も
結
び
つ
い
て
い
る
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町
内
の
宿
泊
に
つ
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て

は
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が
で
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る
前
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に
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い
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で
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、
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や
新
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を
取
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で
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に
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た
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に
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あ
り
、
広
告
宣
伝

や
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
組

ん
で
宿
泊
に
結
び
付
け
た
い
。

ま
た
県
や
観
光
協
会
と
組
織
し

て
宿
泊
に
向
け
た
取
り
組
み
を

し
て
い
く
。

　
　
　
地
震
や
大
雨
の
災
害
発

生
に
伴
い
、
風
評
被
害
対
策
と

し
て
地
方
創
生
事
業
で
対
策
さ

れ
て
い
る
が
、
事
業
と
効
果
の

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
で
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湾
を
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心
と
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プ
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ー

シ
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博
多
駅
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神
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ソ
ラ
リ
ア
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ジ
ョ

ン
の
放
映
や
国
の
復
興
割
、
町

単
独
の
プ
レ
ミ
ア
ム
旅
行
券
の

発
行
等
を
行
っ
て
い
る
。
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九重“夢”大吊橋施設駐車場

組織機構の検証は
現状を考慮しながら検討する
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行政でやっていきたい
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前
町
長
が
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
早
期
実
現
に
努
力
す

る
と
約
束
し
た
。
ど
う
す
る
。

　
　
　
必
要
性
は
十
分
承
知
し

て
い
る
。
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
同
和
問
題
は
、
行
政
の

責
任
と
明
記
さ
れ
て
い
る
、
町

長
の
考
え
は
。

　
　
　
非
常
に
重
要
な
こ
と
、

当
然
の
責
任
と
し
て
取
り
組
む
。

　
　
　
町
民
の
た
め
に
整
備
し

た
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
学

優
先
に
な
っ
て
い
る
現
実
は
、

い
た
し
か
た
な
い
が
、
開
校

前
、
町
民
と
の
約
束
が
異
な
っ

て
い
る
。
代
替
地
を
検
討
す
る

と
の
回
答
だ
っ
た
が
ど
う
な
っ

た
の
か
。

　
　
　
町
民
が
利
用
し
に
く
く

な
っ
た
現
実
も
あ
る
。
し
か
し

一
方
で
、
中
学
に
と
っ
て
は
、
大

き
な
成
果
も
表
わ
れ
て
い
る
。

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
学
校

が
優
先
的
に
使
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
も
う
少
し
町
民
と

の
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
な
お

さ
ら
、
町
民
に
説
明
し
、
行
政

の
責
任
と
し
て
代
替
地
を
整
備

す
べ
き
で
、
多
額
の
予
算
は
必

要
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
町
民
へ
の
周
知
が
徹
底

し
て
い
な
か
っ
た
反
省
も
あ

り
、
町
民
と
の
話
し
合
い
な
ど

で
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

佐
藤

　明
郎

若
者
が
育
ち
、食
べ
て

い
け
る
農
業
に
す
る
に
は

人
権・同
和
問
題

障
害
者
支
援
を
質
す

町
政
、ど
こ
に
重
点
を
置
く

滞
在
型
観
光
の

取
り
組
み
は

野
矢
、淮
園
地
区
に
も

公
営
住
宅
は
で
き
な
い
か

で
き
な
い
理
由
を

探
す
よ
り
で
き
る
方
法
を

考
え
る
の
が
行
政
で
は
！
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長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

計
画
に
終
わ
っ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

今
、
最
も
必
要
な
事
業
だ

　
　
　
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
は
職

員
が
定
期
的
に
各
地
区
に
出
向

き
、
住
民
と
行
政
が
様
々
な
地

域
の
課
題
を
共
有
す
る
、
と
し

て
計
画
し
た
が
、
実
施
さ
れ
て

い
な
い
。

　
　
　
町
民
の
声
を
し
っ
か
り

聞
く
、
そ
れ
が
私
の
第
一
の
仕

事
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
動
く
。

　
　
　
農
業
、
観
光
、
人
口
減

少
、
各
産
業
、
問
題
は
山
積
だ
。

ど
こ
に
重
点
を
置
く
。

　
　
　
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

住
ん
で
る
人
達
が
、
元
気
で
、

こ
の
町
に
居
て
良
か
っ
た
と
喜

べ
る
こ
と
、そ
れ
が
原
点
に
な
る
。

　
　
　
な
ら
ば
、
町
政
に
町
民

の
声
が
反
映
さ
れ
ね
ば
な
ら

ず
、
改
め
て
、
ふ
れ
あ
い
懇
談

会
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
そ
の
こ
と
を
十
分
認
識

し
て
、
行
動
を
と
っ
て
い
く
。

多目的グラウンドに代る環境整備
町民のやさしさに甘えていないか

13 12

　
　
　
人
口
減
少
、
高
齢
化
、

農
業
者
不
足
、
流
れ
変
え
る
に

は
、
今
こ
そ
大
胆
な
改
革
を
す

べ
き
と
考
え
る
。
町
は
産
学
官

連
携
で
大
学
の
力
を
借
り
、
資

源
や
特
産
品
の
開
発
や
、
道
の

駅
設
置
等
で
売
り
場
面
積
の
拡

大
を
行
い
、
六
次
産
業
に
む
け

て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
年
度
よ
り
、
ま
ち
、

ひ
と
、
し
ご
と
創
合
戦
略
で
、

特
産
の
加
工
開
発
に
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
町
は
大
分
大
学

と
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

大
学
の
力
を
無
償
で
借
り
る
制

度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。
道
の

駅
に
つ
い
て
は
ふ
る
さ
と
館
と

競
合
を
考
え
、
建
設
計
画
は
な
い
。

　
　
　
ふ
っ
こ
う
割
で
増
加
し

た
宿
泊
客
が
、
国
の
支
援
事
業

が
終
っ
て
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と

し
て
来
て
く
れ
る
よ
う
な
、
努

力
、
指
導
は
や
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
通
過
型
か
ら
滞
在
型
へ

移
行
が
で
き
て
い
な
い
。
町
は

地
方
創
生
の
支
援
で
、
宿
泊
者

に
抽
選
で
豊
後
牛
と
〝
夢
〞

ポ
ー
ク
の
詰
合
せ
を
贈
呈
し
て

い
る
。

　
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
と
現
状
を
分
析
し
、

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
小
学
校
存
続
、
若
者
流

失
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
野
矢
、

淮
園
地
区
に
も
町
営
住
宅
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
小
学
校
存
続
の
た
め
に

公
営
住
宅
を
建
て
た
町
も
あ
る

が
、
現
在
奥
野
に
若
者
向
け
住

宅
を
整
備
中
で
あ
り
、
飯
田
に

も
建
設
予
定
で
あ
る
。
今
後
の

公
的
事
業
を
考
え
る
と
財
政
上

非
常
に
厳
し
い
と
考
え
る
。
空

き
家
改
修
事
業
や
家
賃
助
成
等

の
活
用
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
財
政
的
に
厳
し
け
れ
ば

金
の
か
か
ら
な
い
、
都
原
方
式

で
（
町
が
宅
地
造
成
し
て
、
三

年
以
内
に
、
町
産
材
や
、
町
内

の
設
計
、
建
設
業
者
使
用
の
）

条
件
を
付
け
て
、
格
安
で
販
売

し
て
は
ど
う
か
。
長
い
歴
史
と

恵
ま
れ
た
自
然
と
教
育
環
境
、

耐
震
し
た
校
舎
を
活
用
し
若
者

定
住
の
た
め
に
も
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
で
行
う
に
は
地
域
挙

げ
て
の
ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
な

け
れ
ば
、
子
育
て
世
帯
が
入
っ

て
く
る
の
は
厳
し
い
と
考
え
る
。

今
年
か
ら
宅
地
バ
ン
ク
制
度
も

作
り
、
家
を
解
体
し
、
宅
地
と

し
て
分
譲
す
る
制
度
も
設
け
て
い

る
の
で
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
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野矢小学校



　
　
　
前
町
長
が
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
早
期
実
現
に
努
力
す

る
と
約
束
し
た
。
ど
う
す
る
。

　
　
　
必
要
性
は
十
分
承
知
し

て
い
る
。
実
現
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
同
和
問
題
は
、
行
政
の

責
任
と
明
記
さ
れ
て
い
る
、
町

長
の
考
え
は
。

　
　
　
非
常
に
重
要
な
こ
と
、

当
然
の
責
任
と
し
て
取
り
組
む
。

　
　
　
町
民
の
た
め
に
整
備
し

た
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
学

優
先
に
な
っ
て
い
る
現
実
は
、

い
た
し
か
た
な
い
が
、
開
校

前
、
町
民
と
の
約
束
が
異
な
っ

て
い
る
。
代
替
地
を
検
討
す
る

と
の
回
答
だ
っ
た
が
ど
う
な
っ

た
の
か
。

　
　
　
町
民
が
利
用
し
に
く
く

な
っ
た
現
実
も
あ
る
。
し
か
し

一
方
で
、
中
学
に
と
っ
て
は
、
大

き
な
成
果
も
表
わ
れ
て
い
る
。

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
中
学
校

が
優
先
的
に
使
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
も
う
少
し
町
民
と

の
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
な
お

さ
ら
、
町
民
に
説
明
し
、
行
政

の
責
任
と
し
て
代
替
地
を
整
備

す
べ
き
で
、
多
額
の
予
算
は
必

要
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
町
民
へ
の
周
知
が
徹
底

し
て
い
な
か
っ
た
反
省
も
あ

り
、
町
民
と
の
話
し
合
い
な
ど

で
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

佐
藤

　明
郎

若
者
が
育
ち
、食
べ
て

い
け
る
農
業
に
す
る
に
は

人
権・同
和
問
題

障
害
者
支
援
を
質
す

町
政
、ど
こ
に
重
点
を
置
く

滞
在
型
観
光
の

取
り
組
み
は

野
矢
、淮
園
地
区
に
も

公
営
住
宅
は
で
き
な
い
か

で
き
な
い
理
由
を

探
す
よ
り
で
き
る
方
法
を

考
え
る
の
が
行
政
で
は
！

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

計
画
に
終
わ
っ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
懇
談
会

今
、
最
も
必
要
な
事
業
だ

　
　
　
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
は
職

員
が
定
期
的
に
各
地
区
に
出
向

き
、
住
民
と
行
政
が
様
々
な
地

域
の
課
題
を
共
有
す
る
、
と
し

て
計
画
し
た
が
、
実
施
さ
れ
て

い
な
い
。

　
　
　
町
民
の
声
を
し
っ
か
り

聞
く
、
そ
れ
が
私
の
第
一
の
仕

事
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
動
く
。

　
　
　
農
業
、
観
光
、
人
口
減

少
、
各
産
業
、
問
題
は
山
積
だ
。

ど
こ
に
重
点
を
置
く
。

　
　
　
一
番
大
切
な
こ
と
は
、

住
ん
で
る
人
達
が
、
元
気
で
、

こ
の
町
に
居
て
良
か
っ
た
と
喜

べ
る
こ
と
、そ
れ
が
原
点
に
な
る
。

　
　
　
な
ら
ば
、
町
政
に
町
民

の
声
が
反
映
さ
れ
ね
ば
な
ら

ず
、
改
め
て
、
ふ
れ
あ
い
懇
談

会
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
そ
の
こ
と
を
十
分
認
識

し
て
、
行
動
を
と
っ
て
い
く
。

多目的グラウンドに代る環境整備
町民のやさしさに甘えていないか

13 12

　
　
　
人
口
減
少
、
高
齢
化
、

農
業
者
不
足
、
流
れ
変
え
る
に

は
、
今
こ
そ
大
胆
な
改
革
を
す

べ
き
と
考
え
る
。
町
は
産
学
官

連
携
で
大
学
の
力
を
借
り
、
資

源
や
特
産
品
の
開
発
や
、
道
の

駅
設
置
等
で
売
り
場
面
積
の
拡

大
を
行
い
、
六
次
産
業
に
む
け

て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
年
度
よ
り
、
ま
ち
、

ひ
と
、
し
ご
と
創
合
戦
略
で
、

特
産
の
加
工
開
発
に
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
町
は
大
分
大
学

と
連
携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

大
学
の
力
を
無
償
で
借
り
る
制

度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。
道
の

駅
に
つ
い
て
は
ふ
る
さ
と
館
と

競
合
を
考
え
、
建
設
計
画
は
な
い
。

　
　
　
ふ
っ
こ
う
割
で
増
加
し

た
宿
泊
客
が
、
国
の
支
援
事
業

が
終
っ
て
も
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と

し
て
来
て
く
れ
る
よ
う
な
、
努

力
、
指
導
は
や
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
通
過
型
か
ら
滞
在
型
へ

移
行
が
で
き
て
い
な
い
。
町
は

地
方
創
生
の
支
援
で
、
宿
泊
者

に
抽
選
で
豊
後
牛
と
〝
夢
〞

ポ
ー
ク
の
詰
合
せ
を
贈
呈
し
て

い
る
。

　
お
も
て
な
し
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
と
現
状
を
分
析
し
、

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
小
学
校
存
続
、
若
者
流

失
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
野
矢
、

淮
園
地
区
に
も
町
営
住
宅
は
で

き
な
い
か
。

　
　
　
小
学
校
存
続
の
た
め
に

公
営
住
宅
を
建
て
た
町
も
あ
る

が
、
現
在
奥
野
に
若
者
向
け
住

宅
を
整
備
中
で
あ
り
、
飯
田
に

も
建
設
予
定
で
あ
る
。
今
後
の

公
的
事
業
を
考
え
る
と
財
政
上

非
常
に
厳
し
い
と
考
え
る
。
空

き
家
改
修
事
業
や
家
賃
助
成
等

の
活
用
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
財
政
的
に
厳
し
け
れ
ば

金
の
か
か
ら
な
い
、
都
原
方
式

で
（
町
が
宅
地
造
成
し
て
、
三

年
以
内
に
、
町
産
材
や
、
町
内

の
設
計
、
建
設
業
者
使
用
の
）

条
件
を
付
け
て
、
格
安
で
販
売

し
て
は
ど
う
か
。
長
い
歴
史
と

恵
ま
れ
た
自
然
と
教
育
環
境
、

耐
震
し
た
校
舎
を
活
用
し
若
者

定
住
の
た
め
に
も
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
町
で
行
う
に
は
地
域
挙

げ
て
の
ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
な

け
れ
ば
、
子
育
て
世
帯
が
入
っ

て
く
る
の
は
厳
し
い
と
考
え
る
。

今
年
か
ら
宅
地
バ
ン
ク
制
度
も

作
り
、
家
を
解
体
し
、
宅
地
と

し
て
分
譲
す
る
制
度
も
設
け
て
い

る
の
で
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

藤
原

藤
原

佐
藤

佐
藤

町
長

佐
藤

佐
藤

佐
藤

佐
藤

佐
藤

町
長

藤
原

町
長

町
長

藤
原

町
長

藤
原

　三
治

九重ふるさと館

どうする九重町の農業と観光は
道の駅は考えていない町民の満足度が第一

この町をどう導く

土産品を選ぶ観光客人権フェスティバルで発表するタンポポの会

旧東中グラウンドに拠点を移したグランドゴルフ 淮園小学校

野矢小学校



今
後
の
町
政
の

取
り
組
み
方
に
つ
い
て

農
業
、観
光
、福
祉
、

ど
こ
に
重
点
を
置
く
か

議
会
と
の
協
調
と

距
離
感
の
取
り
方

各
地
区
の
集
会
所
の

取
り
組
み
は
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町
長
は
町
職
員
の
協
調

と
距
離
感
を
ど
の
よ
う
に
と
り

町
政
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

伺
う
。

　
　
　
行
政
の
中
で
は
職
員
が

主
役
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
、
物
事
を
実
施
す
る

と
き
に
は
住
民
が
主
人
公
、
職

員
は
脇
役
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
、
町
政
に
取
り
組
む
と
い
う

流
れ
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
今
後
九
重
町
は
何
に
重

点
を
お
い
て
町
政
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
伺
う
。

　
　
　
町
政
の
方
針
は
現
場
を

大
切
に
し
、
今
現
場
に
ど
ん
な

課
題
が
あ
る
か
、
早
急
に
対
応

す
る
課
題
、
将
来
に
対
応
す
る

課
題
か
を
職
員
と
、
話
し
合
い

な
が
ら
進
め
、
10
年
後
、
20
年

後
を
見
す
え
最
終
的
に
は
住
民

の
気
持
ち
に
応
え
ら
れ
る

町
政
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

　
　
　
議
会
の
役
割
は
議

案
を
審
議
し
議
決
す
る
事

が
主
な
役
割
り
。
町
民
、

議
会
、
行
政
、
が
一
体
と

な
っ
た
三
位
一
体
で
町
政

を
運
営
し
て
行
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
と
お
も
う
。

議
会
と
は
両
輪
で
あ
る
と

言
っ
て
た
わ
り
に
は
、
報

告
、
連
絡
、
相
談
と
一
体

感
が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

今
後
議
会
と
行
政
の
関
係

は
、
町
政
を
運
営
し
て
い

く
に
は
重
要
な
両
輪
だ
と

認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　
町
民
、
議
会
、
行

政
と
三
位
一
体
と
ス
ク
ラ
ム
を

組
み
オ
ー
ル
九
重
で
是
々
非
々

の
議
論
を
し
な
が
ら
町
政
に
、

取
り
組
む
事
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
各
地
区
の
集
会
所
は
多

く
の
所
が
老
朽
化
し
建
て
替
え

や
、
補
修
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
、
又
災
害
時
に
は
避
難

所
と
し
て
の
需
要
も
あ
る
。
改

修
工
事
の
補
助
額
や
補
助
率
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
改
修
工
事
の
上
限
額
は

27
年
度
か
ら
１
５
０
万
円
、
補

助
率
は
３
分
の
２
で
あ
り
趣
旨

は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
水
回
り

等
の
長
寿
命
化
で
あ
る
。

　
　
　
費
用
の
分
担
金
拠
出
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
地

区
で
出
せ
る
分
担
金
額
と
は
な

ら
な
い
か
。

　
　
　
平
成
27
年
６
月
に
負
担

金
20
％
を
10
％
と
し
、
地
元
負

担
を
軽
減
す
る
と
い
う
措
置
も

と
っ
て
き
て
い
る
。

佐
藤

佐
藤

佐
藤

佐
藤

町
長

町
長

町
長

佐
藤

町
長

町
長

佐
藤

　太
治

町政今後の方向性は
住民が主役、住民の気持ちに応えられる
町政を行って行く

新町長が「かじ」をとる九重町の庁舎

　
11
月
の
あ
る
日
、
夫
と
オ
ル
レ
や
ま

な
み
コ
ー
ス
を
初
め
て
歩
き
ま
し
た
。

突
然
の
「
今
日
オ
ル
レ
歩
い
て
み
ら

ん
？
」
の
誘
い
に
思
い
立
っ
た
が
吉
日

で
、
ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
き
、
カ
メ
ラ
と

お
茶
を
持
って
30
分
後
に
は
歩
き
始
め

て
い
た
。

　
こ
の
気
軽
さ
！
も
っ
と
早
く
に
歩
い

て
お
け
ば
良
か
っ
た
。
行
く
道
も
杉

山
の
中
、
川
沿
い
の
土
手
、
馬
道
や

雑
木
林
な
ど
変
化
に
富
ん
で
い
て
飽

き
ま
せ
ん
。
コ
ー
ス
を
外
れ
な
い
よ
う

に
木
の
枝
に
結
ば
れ
た
リ
ボ
ン
を
た
ど

り
な
が
ら
地
図
を
片
手
に
歩
く
の
も

楽
し
い
。
吊
り
橋
か
ら
長
者
原
ま
で

の
11
・
１
キ
ロ
、
全
体
的
に
緩
や
か
な

上
り
坂
で
す
。
休
憩
を
と
ら
な
か
っ

た
為
３
時
間
か
か
ら
ず
に
完
歩
で
き

ま
し
た
。「
歩
い
て
良
か
っ
た
。
他
の

コ
ー
ス
も
歩
い
て
み
た
い
。」
と
話
し
が

は
ず
み
ま
し
た
。

　
実
際
、
オ
ル
レ
を
歩
く
人
は
九
州

内
に
17
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ス
を
巡
っ

て
い
る
人
が
多
い
で
す
。「
や
ま
な
み

コ
ー
ス
は
何
回
も
来
て
ま
す
。」
と
い

う
人
も
結
構
い
て
、
中
高
年
の
方
が

多
い
様
で
す
。
特
別
な
準
備
も
い
ら

ず
、
身
軽
に
観
光
が
で
き
健
康
的
。

人
気
が
出
て
き
て
い
る
の
も
頷
け
ま

す
。
町
の
振
興
に
も
つ
な
が
っ
て
い
け

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

オ
ル
レ
を
歩
い
て

飯
田 

中
村
下
二
　

時
松
　
照
子
さ
ん

わたしのひとこと

　
私
の
趣
味
は
走
る
事
で
す
。

　
と
言
っ
て
も
高
校
時
代
に
陸
上
部

に
入
っ
た
も
の
の
結
果
が
出
せ
ず
、
結

局
途
中
で
辞
め
て
し
ま
っ
た
の
で
過
去

に
陸
上
の
経
験
が
あ
る
と
言
え
る
ほ

ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
私
で
す
が
、
あ
る
大
会
を

き
っ
か
け
に
、
子
ど
も
の
頃
に
感
じ
た

走
る
事
の
楽
し
さ
を
思
い
だ
し
時
間

が
あ
る
時
に
少
し
ず
つ
で
す
が
今
で

も
走
って
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
度
か
ら
同
じ
地
区
の

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
山
田
義
髙

さ
ん
に
指
導
を
お
願
い
し
て
、
走
る

の
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
子
ど
も

も
楽
し
く
走
れ
る
よ
う
な
陸
上
ク
ラ

ブ
を
始
め
ま
し
た
。

　「
何
で
走
っ
て
る
の
？
」
と
た
ま
に

聞
か
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に

走
る
事
は
楽
し
い
か
と
言
え
ば
き
つい

で
す
。
た
だ
走
り
終
わ
っ
た
後
の
達

成
感
は
自
分
に
対
し
て
自
信
を
持
つ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
走
る
事
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
に
走
る
事
や
体
を
動
か
す
事
の
楽

し
さ
、
そ
し
て
こ
つ
こ
つ
や
り
続
け
る

事
で
得
る
も
の
や
自
分
に
自
信
を
持

つ
事
の
大
切
さ
な
ど
が
少
し
で
も
伝

え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
私
自
身
も
子
ど
も
た
ち
に

負
け
な
い
よ
う
に
少
し
で
も
長
く
楽

し
く
走
る
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

野
上 

中
央
三

日
野
　
隆
一
郎
さ
ん

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に

オルレやまなみコース

練習にはげむ子どもたち

老朽化した集会所
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走
れ
る
よ
う
な
陸
上
ク
ラ

ブ
を
始
め
ま
し
た
。

　「
何
で
走
っ
て
る
の
？
」
と
た
ま
に

聞
か
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に

走
る
事
は
楽
し
い
か
と
言
え
ば
き
つい

で
す
。
た
だ
走
り
終
わ
っ
た
後
の
達

成
感
は
自
分
に
対
し
て
自
信
を
持
つ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
こ
の
走
る
事
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
に
走
る
事
や
体
を
動
か
す
事
の
楽

し
さ
、
そ
し
て
こ
つ
こ
つ
や
り
続
け
る

事
で
得
る
も
の
や
自
分
に
自
信
を
持

つ
事
の
大
切
さ
な
ど
が
少
し
で
も
伝

え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
私
自
身
も
子
ど
も
た
ち
に

負
け
な
い
よ
う
に
少
し
で
も
長
く
楽

し
く
走
る
事
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

野
上 

中
央
三

日
野
　
隆
一
郎
さ
ん

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に

オルレやまなみコース

練習にはげむ子どもたち

老朽化した集会所



編 

集 

後 

記

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
熊
本
・
大
分
地

震
、
梅
雨
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り

全
て
の
業
種
が
厳
し
い
一
年
で
し

た
。
年
末
ま
で
復
旧
も
だ
い
ぶ
進
ん

で
き
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
い
復
興

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
10
月
26
日
に
日
野
町
長
の
就

任
、
12
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で
の
16

日
間
、
新
人
議
員
１
名
を
加
え
て
13

名
で
本
年
度
第
４
回
定
例
会
が
、
無

事
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
７
名
に
よ
る
一
般
質

問
、
常
任
委
員
会
で
各
議
員
よ
り
多

く
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
は
災
害
が
な
い
、
少
し

で
も
明
る
い
希
望
に
満
ち
た
年
に
な

る
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

大
津
留
敏
加

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

　
　
・
広
報
委
員
長
　
大
津
留
敏
加

　
　
・
副 

委 

員 

長
　
佐
藤
　
明
郎

　
　
・
委
　
　
　
員
　
井
上
　
里
子

　
　
・
委
　
　
　
員
　
坂
本
　
憲
治

　
　
・
委
　
　
　
員
　
藤
原
　
三
治

　
　
・
委
　
　
　
員
　
有
𠮷
　
富
生

次回は3月です傍聴へどうぞ
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議会だより

ここのえ

議会だよりについてご意見をお聞かせください。【議会事務局：76－3814】

地域のみんなで
餅つきの風景
（松木 ・本村）

ふるさと便りふるさと便り
ここのえ
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KO
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HOME TOWN N
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S東飯田
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HOME TOWN N

EW
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飯 田

12月定例会
●平成28年第4回定例会
●議長新年あいさつ ほか
●町過疎地域自立促進計画変更
●常任委員会報告
●各種活動報告
●一　般　質　問　 7名
●わたしのひとこと

P.2
P.3
P.4
P.5
P.7
P.8
P.15

飯田・中村下二
野上・中央三

時松　照子さ
ん

日野隆一郎さ
ん

No.116 2017.1.17発行

KO
KONOE

HOME TOWN N

EW
S

野 上

KO
KONOE

HOME TOWN N

EW
S南山田

宝っ子夢フィールド（東飯田公民館）

南山田げんき祭り

野上地区大運動会

飯田地区人 ・同啓
の視察 （臼杵市にて）

酉
の
年

　貴
方
の
夢
が

　
　
　
　
　羽
ば
た
く
よ
う
に


